
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

新学術領域研究（研究領域提案型）

2013～2009

多彩なフレーバーがもたらすクォークハドロン物質の新形態に関する理論研究

Theoretical study for the new formation of quarks and hadrons from variety of flavor
s

１０２５９８７２研究者番号：

保坂　淳（Atsushi, Hosaka）

大阪大学・核物理研究センター・教授

研究期間：

２１１０５００６

平成 年 月 日現在２６   ５ ３０

円   120,200,000 、（間接経費） 円    36,060,000

研究成果の概要（和文）：KEKやLHC等の高エネルギー加速器実験施設で相次いで発見されてきた、新しいタイプのハド
ロンの性質を理論的に解明する研究を行った。強い相互作用の基礎理論である量子色力学に基づき現象を再現し、実験
データを説明した。その結果、観測データが、従来の陽子や中間子等とは異なったハドロンの存在を強く示唆している
ことを示した。また、クォークの閉じ込め機構、QGP相におけるにおける非摂動ダイナミックス等、量子色力学の基本
的な問題においても成果を得た。
若手育成のため、国内アジア圏の若手研究者(主として大学院生)を対象に、毎年計４回研究実践形式のサマースクール
を実施した。

研究成果の概要（英文）：We have performed theoretical studies for hadrons of new types which have been obs
erved in high-energy accelerator facilities such as KEK and LHC.  Baased on Quantum Chromodynamics (QCD), 
the fundamental theory for the strong interaction, phenomena are described and compared with experimental 
data.  We clarified the mechanism for the generation of the hadrons which have different structure from th
e well-known nucleons and mesons and that the data indeed indicate the existence of the new hadrons.  Furt
hermore, we have also clarified the fundamental problems of QCD such as confinement and nonperturbative dy
namics in the QGP phase.  
For education program, we organized a summer school for young researchers mostly for graduate students fro
m domestic and Asian countries, every year and altogether four times.  
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１．研究開始当初の背景 
 2003 年以降、Belle における Ds, X 粒子, 
Z+(4430)、LEPSにおけるΘ+等のエキゾチッ
クハドロンと呼ばれる新しい存在形態を示唆
する観測が相次いだ。2008年末には高統計の
データ解析によりΘ+のデータが再確認され
た。さらに分子構造や強いダイクォーク相関
をもった新たな存在形態も議論されている。
これらは従来のメソンとバリオンでは説明で
きない。一方カイラル対称性の自発的な破れ
に関連し、物質中でハドロンの質量が変化す
ることが観測された。これらの新しい現象を
QCD の動力学に基づいて記述する理論解析
方法の構築が急務であった。 
 これらの理論研究には、ハドロン原子核物
理の分野の研究者がすでに多く携わっていた。
その中には、クォーク模型やカイラル理論な
どの有効模型を得意とするもの、摂動 QCD等、
摂動による系統的な計算を得意とするもの、
格子 QCD による第一理計算を得意とするも
のなど、そのスペクトルは幅広いものがあっ
た。しかし個々の研究は比較的独立に行われ
ていたため、上記目的の達成のために、お互
いのより密接な連携が望まれていた。 
 
２．研究の目的 
 LEPS2, J-PARC, KEKBで行われるハドロ
ン実験により、膨大なデータの取得が予想さ
れていた。本計画研究ではこれらのデータと
第一原理である QCDに基づいて、ハドロンの
新しい存在形態と質量生成の動的機構を解明
する理論的な手法を確立し説明すると共に、
物質の成り立ちに関わる基本的な問題解決に
結びつけることを目指した。現象の説明に留
まらず新しい現象を予言し、実験研究と有機
的に発展できるような理論研究を展開するこ
とを目標とした。 
 
３．研究の方法 
 実験データと結びついた研究として個々の
現象の特徴を捉えることのできる有効理論に
よる研究を行うと同時に、第一原理である
QCD に基づいた数値シミュレーションによ
って有効理論を検証し、現象に対する理解を
進める。素粒子物理、原子核物理、多体問題
の研究方法を集約することで、個別の分野ご
との研究では成しえない成果を期待する。具
体的に以下の５つの項目の研究を展開する：
(1)構成クォーク模型によるハドロン分光、(2)
カイラル有効理論による構造と相互作用、(3)
摂動QCDによるクォーク分布と破砕関数、(4) 
散乱・生成・崩壊機構の解明、(5) QCDの第
一原理に基づいた研究。以上の研究によって
得られた成果をもとに、新たな実験を提案す
るとともに、質量の起源やクォークの閉じ込
めなどの基本的な問題解決に向けた考察を行
う。 
 
 
 

４．研究成果 
 領域研究発足のきっかけとなった新粒子
の多くは、ハドロン分子共鳴の可能性が指
摘されてきた。本理論研究では、それらの
いくつかは重いクォークを含むハドロンの
複合系であること、それらの間にはカイラ
ル対称性の自発的破れに基づくπ交換力に
よって実現できることを示した。ハドロン
が多様性な存在形態を示すかなり一般的な
機構を明らかにした。一方で、ハドロン間
の相互作用には未知の部分が多く、それら
のより完全な理解なくしては、多くの現象
を首尾一貫して説明するには至らないこと
も指摘された。今後の重要な課題である。 
 以下研究成果の例をいくつか述べる。 
 
(1) X(3872) 
 D-Dbar*中間子の分子状態にccbarクォー
コニウムが少し混合することで、質量や崩
壊の性質を説明することができた。敷居近
傍のためアイソスピンの破れの重要性が示
された（瀧澤・竹内ら PTEP 093D01, 2013）。
ハドロンの分子共鳴構造を強く示唆するも
ので、ハドロンの存在形態に対して新たな
視点をもたらした重要な成果である(図 1)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. X(3872)状態における、D0-D0*(実線)
および D+-D–*(破線)波動関数。ハドロンの典
型的な大きさ 1 fm より大きく広がっている
様子がわかる。両者の違いはアイソスピン
の破れを表し X(3872)の崩壊の性質を説明
する。PTEP 093D01, 2013 より転載。 
 
(2) 重いハドロンの分子共鳴 
 Belle で発見された Zb 粒子を２個の B中
間子の分子状態として記述することで、質
量と崩壊の性質を説明することができた。
また未知の粒子の存在を予言するとともに
(図 2)、重いクォーク対称性に基づいた選択
則を導出した（大古田、山口、安井、保坂
ら、Phys.Rev. D86 (2012) 014004）。チャ
ームより重いボトム領域で、南部の対称性
の破れに起因するπ中間子交換力の重要性
を指摘し、実際に分子共鳴状態を構成出来
ることを示した点で重要な成果である。 
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図 2: B(*)-B(*)分子状態で予言される様々な
状態。赤線が実験で観測された Zb 粒子。 
 
 
(3)重いクォーク対称性 
 重いクォークの極限における準位縮退
の性質を明らかにし、(1)(2)で実現されてい
る重いハドロンの分子状態に適用した。２体
系のみならず３体系においても縮退が見ら
れること、そのパターンを明らかにした(図
3)。原子核中に重いハドロンを投入するとい
う先駆的な研究である（山口、安井、保坂ら, 
arXiv:1309.4324, Nuclear Physics A に掲
載決定）。 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
図 3: Dbar-NN３体系の束縛状態(左)。D 中間
子を B 中間子と無限に重い中間子に置き換え
た結果(中央と右)を結ぶことで、重いクォー
ク極限での準位の縮退状況を示した。 
 
(4) 高次ベクトル中間子 
 ホログラフィック有効模型により核子の形
状因子を解析し、高次ベクトル中間子の影響
を解析した（図 4, 原田ら, Phys.Rev. D83 
(2011) 114040）。有効理論の高次効果を検証
する可能性を持つ興味深い結果である。 
 
(5) カイラル対称性と閉じ込め機構 
 QCDの数値シミュレーションと（格子QCD）、
解析的な方法によって、カイラル対称性の破
れが低エネルギーモードの性質に依存する一
方、閉じ込めポテンシャルは低エネルギーモ
ードには依存しないことを示した。(図 5)カイ
ラル対称性の破れと、閉じ込めの機構を解明
するための重要な手がかりを与えた。（菅沼ら, 
Phys.Rev. D86 (2012) 034510）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4:核子の形状因子。従来のモデル(緑)と
比べホログラフィックモデルでは改善され、
重いベクトル中間子の効果の重要性を示し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
図5: 格子QCDで計算されたDiracモード分
布とクォーク間ポテンシャル V。低エネルギ
ーモードをカットしても(緑)クォークポテ
ンシャルはほとんど影響を受けないことを
示している。 
 
(6)高エネルギー反応 
 反応断面積に見られるクォークカウンテ
ィング則により、粒子のエキゾチックな性
質を調べる方法を提案した（図 6, 関原、川
村、熊野ら, Phys.Rev. D88 (2013) 034010）。
粒子の素性を模型によらず特定できる重要
な指標になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6:πp  KΛ(1405)反応の反応率。 
Λ(1405)の構造により高エネルギーでの反
応率が変わることを示している(緑と赤)。 
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